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第
１
回
臨
時
会

　

５
月
16
日
臨
時
議
会
を
開
き
、
専
決
処
分
（
白
井
市
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）
の
承
認
を
求
め
る
議
案
等
４
件
に
つ
い
て
承
認

し
ま
し
た
。

６
月
定
例
議
会

　
　

第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
14
日
か
ら
７
月
11
日
ま
で
、
28
日
間
の

会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
12
件
が
提

出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
審
議
結
果
一
覧
に
つ
い
て
は
、
３
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議員の中から選出する監査委員
に同意しましたPoint 1

消費税率10パーセントの導入
を想定し、税条例の一部を改正
します

Point 2

放課後児童支援員の研修が受け
やすくなりますPoint 3

臨時職員の追加採用や新規助成
事業創設等による補正予算可決Point 4

一部の方の介護保険料が軽減さ
れますPoint 5

初
議
会
で
の
一
般
質
問

　
新
市
長
に
質
問
集
ま
る

監査委員の選任について

同意しました。

　　古澤由紀子　氏

固定資産評価審査委員会

委員の選任について同意し

ました。

　　髙橋　響子　氏

人  事  紹  介

教育福祉常任委員会　視察
（関連記事は６頁に記載）

フラットヴィレッジ
厨房では障がいのある人たちも
活躍しています。

南山保育園で説明を受けている様子
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６ 月定例議会の会議録は図書館・公民館図書室で ９月中旬から閲覧できます。

〈
議
案
第
１
号
〉�

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

Point 1

議
員
の
中
か
ら
選
出
す
る
監
査
委

員
に
同
意
し
ま
し
た

議
会
議
員
か
ら
選
任
す
る
監
査
委
員
に
つ
い
て
、
新

た
に
古
澤
由
紀
子
氏
の
提
案
が
あ
り
、
同
意
し
ま
し

た
。

〈
議
案
第
４
号
〉
白
井
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 2

消
費
税
率
10
％
の
導
入
を
想
定
し
、

税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
一
つ
と
し
て
単
身
児
童
扶
養
者
の
前
年
所
得
が

１
３
５
万
円
以
下
の
も
の
を
非
課
税
と
し
ま
す
。
ま
た
、
普
通
自
動
車
税
の

改
正
に
合
わ
せ
軽
自
動
車
税
に
種
別
割
と
環
境
性
能
割
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

〈
議
案
第
５
号
〉
白
井
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る�

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 3

放
課
後
児
童
支
援
員
の
研
修
が

受
け
や
す
く
な
り
ま
す

放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
の
実
施
が
政
令
指
定
都
市
で
も
可
能

に
な
り
、
研
修
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
議
案
第
９
号
〉
平
成
31
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

Point 4

臨
時
職
員
の
追
加
採
用
や
新
規
助
成
事
業
創
設
等
に

よ
る
補
正
予
算
可
決

一
般
会
計
当
初
予
算
か
ら
、
２
千
５
６
９
万
４
千
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
目
的
は
、
臨
時
職
員
の
追
加
採
用
に
伴
う
人
件
費
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
追
加
郵
送
料
と
、
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
助
成

事
業
の
創
設
に
よ
る
も
の
で
す
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

市
の
監
査
委
員
は
２
名
、

仮
に
代
表
監
査
委
員
が
事

故
に
あ
っ
た
場
合
、
議
選

監
査
委
員
が
１
名
で
監
査

の
職
責
を
果
た
す
こ
と
も

当
該
議
員
に
確
認
し
て
の

提
案
で
す
か
。

Ａ　

そ
の
辺
も
お
話
を
し
て
任

期
中
、
し
っ
か
り
と
監
査

を
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　

そ
も
そ
も
「
条
例
で
規
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
議
会

の
中
か
ら
監
査
委
員
を
選

出
し
な
く
て
も
良
い
」
と

い
う
こ
と
で
、
前
年
度
、

議
会
選
出
の
監
査
委
員
は

出
さ
な
い
方
向
で
と
議
会

で
の
話
も
出
て
お
り
ま
し

た
。令
和
元
年
５
月
27
日
、

笠
井
新
市
長
か
ら
議
長
あ

て
に
「
時
期
的
に
次
の
候

補
を
探
す
時
間
が
な
い
の

で
議
会
選
出
の
監
査
委
員

を
出
し
て
欲
し
い
」
と
の

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
今
回
に
限
り
の
依

頼
な
の
か
、
今
後
も
ず
っ

と
議
会
選
出
の
監
査
委
員

を
出
し
て
欲
し
い
と
い
う

構
想
な
の
か
、
確
認
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

個
人
の
市
民
税
の
非
課
税

範
囲
が
障
害
者
、
未
成
年

者
、
寡
婦
、
寡
夫
に
単
身

児
童
扶
養
者
が
追
加
さ
れ

ま
す
が
、
人
数
的
な
見
込

み
を
伺
い
ま
す
。

Ａ　

要
件
と
さ
れ
て
い
る
児
童

扶
養
手
当
を
支
給
し
て
お

り
、
ひ
と
り
親
で
い
る
世

帯
は
こ
こ
数
年
３
４
０
人

程
度
で
横
ば
い
の
傾
向
で

す
。
こ
の
数
字
は
ひ
と
り

親
と
い
う
こ
と
で
、
寡
婦
、

寡
夫
も
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、
単
純
に
単
身
児
童
扶

主

な

質

疑

Ｑ　

白
井
市
内
の
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
所
ご
と
に

配
置
さ
れ
た
支
援
員
の
研

修
は
受
け
や
す
く
な
り
ま

す
か
。

Ａ　

今
年
度
は
35
人
が
本
研
修

を
受
講
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
白
井
市
内
で
は

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資

主

な

質

疑

■
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
防
災
無
線
の
移
設
に
つ
い
て

Ｑ　

工
業
団
地
内
に
あ
る
防
災

無
線
を
移
設
す
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
そ
の
理
由
、

設
備
の
再
利
用
や
休
止
期

間
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ　

地
権
者
が
有
す
る
危
険
物

保
管
庫
の
保
管
量
が
増
え
、

法
が
義
務
づ
け
る
空
地
の

範
囲
に
防
災
無
線
が
入
っ

た
た
め
で
す
。
鉄
塔
は
新

設
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
や
受

信
機
等
は
再
利
用
し
ま
す
。

工
期
は
一
両
日
中
に
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
都
市
経
済
常
任
委
員
会

　
臨
時
職
員
追
加
採
用
つ
い
て

Ｑ　

年
度
末
ま
で
賃
金
を
計
上

し
て
い
ま
す
が
、
任
期
満

了
日
以
前
に
療
養
職
員
が

復
帰
し
た
場
合
、
臨
時
職

員
の
配
置
や
任
期
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

Ａ　

休
職
中
の
職
員
が
復
帰
す

る
場
合
は
、
協
議
を
す
る

考
え
で
す
が
、
契
約
は
本

年
度
末
ま
で
で
す
。

Ｑ　

臨
時
職
員
の
業
務
引
継
ぎ

等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ　

市
民
課
の
臨
時
職
員
２
名

に
つ
い
て
は
、
前
年
ま
で

出
張
所
に
勤
務
し
て
い
た

元
職
員
を
配
置
し
ま
し
た

の
で
、
業
務
は
支
障
な
く

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ　

昨
年
12
月
ま
で
市
の
総
務

部
長
職
に
あ
っ
た
間
に
お

願
い
し
て
い
た
関
係
で
す
。

そ
の
後
、
市
長
選
挙
が
あ

り
、
今
回
は
期
間
的
に
も

時
間
に
余
裕
が
な
い
と
い

う
状
況
で
、
議
員
か
ら
の

選
出
を
お
願
い
し
た
次
第

で
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

総
合
的
に
判
断
を
し
て
議

会
か
ら
の
選
出
が
良
い
の

か
、
違
っ
た
立
場
の
人
が

良
い
の
か
も
考
え
さ
せ
て

ほ
し
い
旨
、
議
長
に
も
お

話
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

行
政
全
般
に
渡
り
、
事
業

効
率
や
他
の
選
択
肢
の
有

無
と
い
っ
た
幅
広
い
見
地

か
ら
執
行
機
関
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
役
目
を
議
選
の
監

査
委
員
は
持
っ
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
、
議
選
の
監
査
委
員

を
ど
う
す
る
の
か
は
、
行

政
と
議
会
と
で
じ
っ
く
り

４
年
間
で
検
討
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
賛
成
致
し

ま
す
。

養
者
と
い
う
形
で
は
、
こ

の
数
字
よ
り
減
る
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

Ｑ　

所
得
税
の
確
定
申
告
の
添

付
書
類
及
び
記
載
事
項
の

簡
素
化
の
内
容
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

Ａ　

添
付
書
類
と
さ
れ
て
い
た

源
泉
徴
収
票
、
医
療
費
の

領
収
書
等
の
一
定
の
書
類

添
付
が
省
略
さ
れ
ま
す
。

記
載
事
項
に
つ
い
て
は
、

年
末
調
整
で
適
用
を
受
け

た
所
得
控
除
の
額
と
確
定

申
告
で
適
応
を
受
け
る
所

得
控
除
の
額
が
同
額
で
あ

る
場
合
は
、
所
得
控
除
の

格
を
持
た
れ
る
方
が
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

受
講
す
る
た
め
の
条
件
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

事
前
に
持
っ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
資
格
条
件

と
し
て
、
保
育
士
、
社
会

福
祉
士
、幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
等
の
教
員
と
な
る

資
格
を
有
す
る
者
等
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。

内
容
を
記
載
せ
ず
合
計
欄

の
記
載
で
済
み
ま
す
。

　
　

軽
自
動
車
税
の
扱
い
の
よ

う
に
、
１
年
限
定
の
い
わ

ゆ
る
激
変
緩
和
措
置
と
い

う
、
特
定
の
業
界
の
商
品

の
み
に
特
別
処
置
を
と
る

こ
と
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

単
身
児
童
扶
養
手
当
で
、

寡
婦
の
扱
い
が
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
は
賛
成
で
す
。

国
民
の
過
半
数
が
賛
成
し

て
い
な
い
消
費
増
税
は
中

止
す
べ
き
と
い
う
立
場
で

す
。

Ｑ　

今
回
の
改
正
は
地
方
で
も

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資

格
を
取
り
や
す
い
よ
う
に

す
る
た
め
と
お
聞
き
し
ま

し
た
が
千
葉
市
以
外
の
地

域
で
も
開
か
れ
ま
す
か
。

Ａ　

今
年
度
は
千
葉
市
主
催
の

研
修
は
行
わ
れ
ず
、
今
後
、

千
葉
県
と
千
葉
市
が
協
議

し
、
開
催
場
所
等
を
検
討

し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　�

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

に
つ
い
て

Ｑ　

申
請
か
ら
購
入
す
る
ま
で

の
流
れ
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

Ａ　

白
井
市
に
住
民
票
が
あ
る

低
所
得
者
７
千
人
、
子
育

て
世
帯
２
千
人
が
対
象
で

す
。
低
所
得
者
に
対
し
て

は
、
７
月
下
旬
に
世
帯
主

宛
て
に
申
請
書
を
郵
送
で

発
送
し
ま
す
。
返
信
さ
れ

た
申
請
書
は
社
会
福
祉
課

で
審
査
を
し
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
世
帯
の
対
象
者
に

つ
い
て
は
、
申
請
行
為
が

一
切
不
要
で
す
。
共
に
、

引
き
換
え
券
は
、
９
月
中

旬
に
特
定
記
録
郵
便
で
送

る
予
定
で
す
。
引
き
換
え

券
を
受
け
取
っ
た
方
は
、

10
月
１
日
か
ら
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
が
購
入
可
能

と
な
り
、
引
き
換
え
券
を

持
っ
て
、
身
分
証
明
書
を

提
示
し
た
上
で
購
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

購
入
窓
口
と
、
職
員
の
配

置
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

Ａ　

購
入
場
所
は
、
市
内
郵
便

局
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

郵
便
局
の
な
い
桜
台
地
区

な
ど
は
、
職
員
や
実
行
委

員
会
と
協
力
を
し
な
が
ら
、

販
売
を
手
伝
っ
て
い
く
体

制
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

外
国
人
市
民
に
対
応
し
た

周
知
と
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ　

基
準
日
に
住
民
基
本
台
帳

に
載
っ
て
い
る
外
国
人
市

民
が
対
象
と
な
り
、
５
か

国
語
で
の
申
請
書
、
制
度

説
明
の
資
料
、
留
意
事
項
、

購
入
引
き
換
え
券
の
使
用

方
法
を
ま
と
め
た
資
料
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
は
、
個
別
に
相
談
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
対

応
す
る
予
定
で
す
。

■
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　�

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
助
成

事
業
の
創
設
に
つ
い
て

Ｑ　

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
白
血
病

発
症
な
ど
の
表
明
を
受

け
、
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
問

い
合
わ
せ
や
登
録
が
急
増

し
ま
し
た
。「
千
葉
骨
髄

バ
ン
ク
推
進
連
絡
会
」
か

ら
も
助
成
制
度
創
設
に
つ

い
て
要
望
が
あ
り
ま
し
た

が
、
他
に
要
望
や
問
い
合

わ
せ
は
あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ　

外
部
か
ら
の
要
望
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
千
葉
県
の

献
血
関
係
の
担
当
課
長
会

議
に
お
い
て
骨
髄
バ
ン
ク

ド
ナ
ー
助
成
も
検
討
し
て

ほ
し
い
と
話
が
あ
り
ま
し

た
。
最
近
で
は
、
市
長
へ

の
手
紙
と
し
て
１
件
把
握

し
て
い
ま
す
。

反対

賛成
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〈
議
案
第
６
号
〉
白
井
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

Point 5

一
部
の
方
の
介
護
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
ま
す

消
費
税
が
増
税
し
た
場
合
の
手
当
て
と
し
て
、
介
護

保
険
の
第
一
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の
う

ち
、
第
一
段
階
か
ら
第
三
段
階
の
低
所
得
の
方
の
保

険
料
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主

な

質

疑

Ｑ　

い
つ
か
ら
負
担
軽
減
に
な

り
ま
す
か
。

Ａ　

今
年
度
４
月
か
ら
の
保
険

料
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

普
通
徴
収
の
方
に
は
７
月

12
日
に
、
特
別
徴
収
の
方

に
は
７
月
19
日
に
、
減
額

さ
れ
た
納
付
書
と
減
額
の

お
知
ら
せ
の
チ
ラ
シ
を
発

送
し
ま
す
。

Ｑ　

申
請
は
必
要
で
す
か
。

Ａ　

申
請
は
必
要
な
く
、
自
動

的
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

財
源
は
。

Ａ　

介
護
保
険
法
の
中
で
、
市

が
所
得
の
少
な
い
人
の
保

険
料
を
減
額
す
る
場
合
は

総
額
を
一
般
会
計
か
ら
特

別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
形

に
な
り
ま
す
。

3月、6月、9月、12月の年4
回開かれる定例議会と、必要に
応じて特別に開かれる臨時議会
があります。

市議会のしくみ市議会のしくみ

住民など

執行機関委員会
付託

報告

議決

意見書

議案の提出

請願・陳情

執行機関

議会（本会議）何か
質問は？

さあ議会を通った
バリバリやろー

議会で十分
審議して
いただきます

通学路を
整備して

審査の結果は、本会議で各委
員長から報告されます。

市だけで解決できない問題は、
国などへ意見書を提出します。

市長および議員から議案が提
出されます。

市政への要望は請願や陳情とし
て市議会に提出することが出来
ます。

本会議に提
出された議
案や請願な
どは、さら
に詳しくそ
れぞれ委員
会で審査さ
れます。

議 案 等 審 議 結 果 一 覧 表 ○は賛成　×は反対　―は採決に不参加

議案等
番　号

件　　　名
付　　託
委員会名

審　議
結　果

各議員の賛否

日本共産党 公明党 しろい未来研究会 白井令和 政和
NT
21

市民自治
ネットワーク

市民
の声

北総
一揆

さわやか
白井

議長

中川 徳本 石井 植村 斉藤 田中 和田 石川 古澤 伊藤 秋谷 広沢 血脇 岡田 平田 影山 柴田 小田川 岩田 竹内 長谷川

第
１
回
臨
時
会

市
長
提
出
の
も
の

議案第１号 専決処分（税条例等の一部改正）の承認 ― 承認 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第２号 専決処分（税条例等の一部改正）の承認 ― 承認 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第３号 専決処分（税条例等の一部改正）の承認 ― 承認 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第４号 税条例の一部改正 ― 可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

第
２
回
定
例
会

市
長
提
出
の
も
の

議案第１号 監査委員、古澤由紀子氏の選任 ― 同意 ⃝ ⃝ ⃝ × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ × ⃝ ―

議案第２号
固定資産評価審査委員会委員、髙橋響子氏の
選任

― 同意 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第３号
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部改正

― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第４号 税条例の一部を改正する条例の制定 総務企画 原案可決 × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第５号
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正

教育福祉 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第６号 介護保険条例の一部改正 ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第７号

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公
共団体の数の減少及び千葉県市町村総合事務
組合規約の一部を改正する規約の制定に関す
る協議

― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第８号 平成 31年度一般会計補正予算（第２号） ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第９号 平成 31年度一般会計補正予算（第３号）
各常任
委員会

原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第10 号
平成 31年度介護保険特別会計保険事業勘定
補正予算（第１号）

― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第11号 平成 31年度水道事業会計補正予算（第１号） 都市経済 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第12号 平成 31年度一般会計補正予算（第４号） ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

陳
情

陳情第３号
「会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の
地方自治体への十分な財政措置を求める意見
書」の提出を要請する陳情書

― 議長報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

陳情第４号
「幼児教育・保育の『無償化』に係わる制度の
拡充、及び、国の地方自治体への十分な財政
措置を求める意見書」の提出を求める陳情書

― 議長報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

陳情第５号
奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環
境譲与税（仮称）で順次計画的に皆伐を進め、
天然林に戻すことを求める陳情書

― 議長報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

陳情第６号

辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地
の沖縄県外・国外移転について、国民的議論
により、民主主義及び憲法に基づき公正に解
決するべきとする意見書の採択を求める陳情

― 議長報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

陳情第７号

辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地
の沖縄県外・国外移転について、国民的議論
により、民主主義及び憲法に基づき公正に解
決するべきとする意見書の採択を求める陳情

― 議長報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

陳情第８号
日本政府に対して、国連の「沖縄県民は先住
民族」勧告の撤回を求める意見書の採択を求
める陳情

― 議長報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

陳情第９号
米軍普天間飛行場の辺野古移設を促進する意
見書に関する陳情

― 議長報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

介護保険料変更前後の料金と対象人数

段階 変更前 変更後
対象人数

（H31.3.31現在）

第１段階 24,840 円 20,700 円（－ 4,140 円） 1,854 人

第２段階 33,120 円 26,220 円（－ 6,900 円） 779 人

第３段階 35,880 円 34,500 円（－ 1,380 円） 672 人
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　17人（28項目）の
質問があり、その要
約を掲載しました。
詳細については、会
議録をご覧くださ
い。この文章は各議
員が作成していま
す。

問　

市
の
水
道
料
金
の
現
状
と

課
題
、
特
に
財
政
と
の
関
連
は
。

答　

市
水
（
冨
士
・
白
井
・
西

白
井
等
）
は
供
給
単
価
が
給
水

原
価
を
下
回
る
状
況
が
続
い
て

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
依

存
し
て
お
り
、
料
金
改
定
が
必

要
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

上
下
水
道
事
業
審
議
会
に

諮
問
し
た
答
申
の
内
容
は
。

答　

水
道
事
業
は
独
立
採
算
が

原
則
で
市
の
補
助
金
依
存
を
改

善
す
べ
き
等
の
意
見
で
、
平
均

15
％
、
改
定
期
日
は
令
和
２
年

４
月
１
日
と
す
る
答
申
で
し
た
。

問　

市
民
生
活
に
直
結
す
る
改

定
で
す
。
市
民
へ
の
周
知
は
。

答　

７
月
に
対
象
地
域
の
方
々

に
、
答
申
内
容
（
市
営
水
道
料

金
改
定
の
経
緯
・
内
容
・
市
の

財
政
経
営
の
見
通
し
等
）
の
住

民
説
明
会
を
開
催
し
、
第
３
回

定
例
会
（
９
月
議
会
）
に
条
例

案
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　
「
ま
ち
サ
ポ
１
年
間
の
実
績
と

市
民
ニ
ー
ズ
と
の
乖
離
の
改
善
」

と
「
社
会
教
育
関
係
団
体
の
認

定
・
各
種
団
体
へ
の
考
え
方
と

施
設
利
用
」
に
つ
い
て
も
質
問

し
ま
し
た
。

問　

人
口
は
少
な
く
て
も
豊
か

な
ま
ち
を
目
指
す
守
り
か
、
ま

た
は
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
移

住
促
進
を
図
る
攻
め
か
選
択
は
。

答　

市
の
魅
力
は
地
盤
が
固
い

こ
と
、
都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
良
い
こ
と
、
こ
の
強
み
を
生

か
し
な
が
ら
緩
や
か
な
人
口
減

少
に
対
応
し
、
市
内
外
の
人
に

白
井
が
選
ば
れ
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　

小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
に
対
し
、
市
長
の
思
い
は
。

答　

職
員
時
代
か
ら
、
地
域
の

皆
様
が
主
体
と
な
り
、
地
域
課

題
を
解
決
し
て
い
く
取
り
組
み

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
立
ち
上
げ
に
強
い
思
い
が
あ

り
ま
す
。
行
政
が
お
膳
立
て
し

て
市
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

備
予
定
と
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
危

険
に
対
す
る
市
の
対
応
」「
改
善

を
望
む
声
の
多
い
循
環
バ
ス
ナ

問　

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。

答　

高
齢
化
や
子
育
て
支
援
の

充
実
に
よ
り
扶
助
費
は
増
大
し

て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
で

地
域
福
祉
を
充
実
す
る
た
め
に
、

扶
助
費
の
支
出
を
見
直
し
、
方

針
策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

問　

取
り
組
み
の
実
績
は
。

答　

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

一
部
を
、
受
益
者
負
担
の
観
点

で
見
直
し
ま
し
た
。

問　

支
援
を
必
要
と
す
る
方
が

対
象
か
ら
除
外
さ
れ
な
い
た
め

の
手
当
て
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　

被
扶
助
者
の
範
囲
、
扶
助

金
額
、
受
益
者
負
担
を
よ
く
検

討
し
、
各
々
の
事
業
内
容
を
踏

ま
え
適
正
な
支
出
を
行
い
ま
す
。

問　

数
字
だ
け
で
な
く
実
態
の

確
認
が
必
要
で
す
。
そ
れ
よ
り

も
、
事
業
効
果
を
高
め
る
こ
と

で
抑
制
を
図
る
こ
と
の
考
え
は
。

答　

介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
で
、
扶
助
が
必

要
な
人
が
少
な
く
な
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
特
別
支

援
と
ネ
ッ
ト
依
存
を
防
ぐ
た
め

の
健
全
育
成
の
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

問　

真
の
市
民
自
治
を
実
現
す

る
た
め
の
取
組
み
は
。

答　

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
は
市

民
で
あ
る
こ
と
を
原
点
と
し
、

市
民
等
と
市
、
市
民
相
互
、
市

役
所
職
員
相
互
の
３
つ
の
視
点

に
お
い
て
、
情
報
共
有
を
図
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

市
政
に
つ
い
て
、
市
民
に

も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
の
取
組
み
が
必
要
で
は
。

答　

市
長
自
ら
が
市
民
に
対
し

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
情
報

発
信
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

問　

市
民
・
行
政
・
議
会
に
期

待
す
る
こ
と
は
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
役
割

は
異
な
り
ま
す
が
、
平
成
か
ら

令
和
に
変
わ
っ
た
新
た
な
時
代

の
、
白
井
を
も
っ
と
豊
か
に
し

た
い
、
も
っ
と
ま
ち
を
良
く
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
は
同

じ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
目
的

に
向
か
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中
で
主
体
的

に
連
携
し
な
が
ら
「
オ
ー
ル
白

井
」
で
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

問　

財
政
推
計
の
見
直
し
と
財

政
健
全
化
の
取
組
み
の
説
明
会

以
降
、
当
校
保
護
者
に
対
し
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
ま
し
た
か
。

答　

教
育
委
員
会
議
で
方
針
を

決
定
、
平
成
30
年
12
月
両
校
保

護
者
を
対
象
に
説
明
会
を
開
き
、

開
校
当
時
食
数
の
限
界
に
よ
り

自
校
式
の
給
食
と
し
た
が
25
年

経
過
し
老
朽
化
や
衛
生
管
理
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
部
分
が

あ
り
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
市
内
全
児
童
生
徒
分
の
配
食

が
可
能
と
な
る
た
め
新
セ
ン
タ

ー
へ
の
移
行
を
説
明
し
ま
し
た
。

問　

今
の
協
議
、
検
討
は
。

答　

説
明
会
で
出
た
内
容
を
持

ち
帰
り
、
次
回
説
明
を
８
月
ま

た
は
９
月
に
開
き
、
返
答
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
新
セ
ン
タ

ー
で
試
食
会
を
開
く
予
定
で
す
。

問　

今
後
の
対
応
方
針
は
。

答　

教
育
委
員
会
議
で
決
定
し

た
方
針
に
基
づ
き
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
様
々
意
見
も

あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
お
り
ま

す
の
で
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

丁
寧
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
新
市
長
の
市
政
方
針
」
に
つ

い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

問　

耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
は
。

答　

国
庫
補
助
事
業
の
耕
作
放

棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策
事
業

の
活
用
や
自
走
式
草
刈
機
の
貸

出
し
に
よ
る
農
地
の
保
全
・
再

生
作
業
の
支
援
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
耕
作
放
棄
地
の
根
本

的
解
決
の
た
め
に
は
、
新
規
就

農
促
進
、
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
、
集
落
営
農
組
織
化
な
ど
に

よ
り
耕
作
が
継
続
さ
れ
る
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

問　

市
の
「
幼
稚
園
預
か
り
保

育
拡
充
事
業
」
に
つ
い
て
。

答　

保
育
園
と
同
等
の
保
育
時

間
で
、
フ
ル
タ
イ
ム
就
労
し
な

が
ら
幼
児
教
育
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
昨
年
度
か
ら
市
内
の
幼
稚

園
１
園
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　

送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

答　

現
在
開
発
事
業
者
と
、
設

備
等
の
協
議
中
で
、
８
月
下
旬

に
運
営
事
業
者
と
契
約
、
令
和

２
年
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

問　

子
供
と
ず
っ
と
２
人
き
り

の
母
親
が
、
時
に
一
時
保
育
の
利

用
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
育
児
に

あ
た
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

一
時
保
育
の
見
直
し
、
変
更
点
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

利
用
日
数
を
非
定
型
で
15

日
か
ら
20
日
以
上
、
緊
急
・
私

的
で
５
日
か
ら
15
日
に
し
ま
す
。

問　

今
年
度
配
置
さ
れ
た
保
育

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
周
知
は
。

答　

保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
入

園
相
談
な
ど
保
育
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
保
護
者
に
寄
り
添
う
支

援
を
行
う
専
門
家
で
す
。
チ
ラ

シ
や
広
報
、
Ｈ
Ｐ
、
な
し
坊
ツ
イ

ッ
タ
ー
等
で
周
知
し
ま
す
。

問　

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
前
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　

全
国
知
事
会
等
が
運
営
す

る
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
イ
ト
で
市
陸
上
競
技
場
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
候

補
地
と
し
て
検
討
し
た
い
国
等

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場

合
は
、
条
件
に
よ
り
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
と
し
て
協
力
す
る
な
ど
協

議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

ど
の
よ
う
な
市
政
運
営
を

考
え
て
い
ま
す
か
。

答　

市
民
・
事
業
者
・
行
政
の

力
を
結
集
す
る「
オ
ー
ル
白
井
」

と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
市
民

も
地
域
と
ま
ち
づ
く
り
を
自
分

事
と
し
て
考
え
創
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

問　

行
政
マ
ン
と
首
長
の
違
い

は
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
。

答　

首
長
は
決
断
す
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

な
ぜ
市
長
に
な
ろ
う
と
。

答　

37
年
間
職
員
と
し
て
関
わ

っ
た
仕
事
を
完
成
さ
せ
た
い
。

問　

前
市
長
と
の
違
い
は
。

答　

そ
の
ま
ま
継
承
し
ま
す
。

問　

具
体
的
施
策
は
。

答　

前
期
基
本
計
画
を
実
施

し
、
公
約
と
し
た
５
つ
の
施
策

の
柱
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

「
健
康
文
化
都
市
」
を
再

度
市
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
は
。

答　

基
本
構
想
に
示
さ
れ
て
い

な
い
の
で
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

職
員
の
意
識
改
革
と
は
。

答　

少
数
精
鋭
で
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
、
研
修
を
行
い
ま
す
。

問　

現
在
の
財
政
状
況
は
。

答　

健
全
と
捉
え
て
い
ま
す
。

の
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
様
が

主
体
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
、
行
政
が
支
援
し
て
い
く

形
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
協
議
会
設
立
に
向
け
て
、

市
職
員
も
小
学
校
区
ま
ち
づ
く

り
支
援
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

支
援
し
、
モ
デ
ル
地
区
の
皆
様

と
市
が
協
働
し
、
協
議
会
の
設

立
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
の
水
道
料
金
改
定

実
質
値
上
げ
は
ど
う
な
る　

　

人
口
減
少
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
骸
化
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
方
は　

　

「
扶
助
費
の
あ
り
方
」
の方

針
を
問
う　

　

笠
井
市
長
の
目
指
す

「
真
の
市
民
自
治
」
と
は　

　

桜
台
小
・
中
学
校
の
今
後
の

給
食
調
理
場
（
自
校
式
）
は　

　

農
業
と
農
地
を
維
持
す
る
た
め
の

対
策
と
展
望
は　

　

子
育
て
し
や
す
い
白
井
市
に

し
て
い
く
た
め
の
環
境
整
備
は　

　

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て　

　

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う　

平
田　

新
子
議
員

田
中　

和
八
議
員

小
田
川　

敦
子
議
員

広
沢　

修
司
議
員

血
脇　

敏
行
議
員

秋
谷　

公
臣
議
員

斉
藤　

智
子
議
員

岩
田　

典
之
議
員
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問　

新
市
長
と
し
て
、
自
分
ら

し
さ
は
ど
こ
で
出
す
の
で
す
か
。

答　

後
期
基
本
計
画
に
盛
り
込

ん
で
い
き
た
い
で
す
。

問　

白
井
市
の
財
政
状
況
に
つ

い
て
の
認
識
と
事
業
の
選
択
は
。

答　

現
在
は
健
全
で
す
が
、
新

た
な
財
源
の
確
保
と
事
業
の
優

先
順
位
を
決
め
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

市
は
、
桜
台
小
学
校
区
の

特
性
と
も
い
え
る
自
校
式
給
食

事
業
を
教
育
委
員
会
に
諮
ら
な

い
ま
ま
見
直
す
と
し
ま
し
た
。
一

方
、
教
育
委
員
会
も
市
に
諮
ら

な
い
で
見
直
し
方
針
を
決
め
ま

し
た
。
事
業
の
選
択
の
や
り
方

の
し
わ
寄
せ
は
市
民
に
い
き
ま

す
。
一
体
ど
う
い
う
調
整
を
さ

れ
た
の
で
す
か
。

答　

保
護
者
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
再
度
検
討
し
ま
す
。

問　

北
総
鉄
道
運
賃
問
題
の
考

え
方
と
取
組
み
は
。

答　

特
効
薬
は
な
く
、
対
話
を

基
本
的
な
考
え
と
し
て
共
存
共

栄
の
精
神
で
取
り
組
み
ま
す
。

　「
北
千
葉
道
路
の
見
通
し
」
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

問　

昨
年
、
小
・
中
学
校
エ
ア

コ
ン
導
入
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
る
業
者
選
定
の
際
、「
外

部
専
門
家
を
入
れ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
要
望
書
を
私
と
田
中
議

員
で
市
長
に
出
し
、
そ
の
結
果

外
部
専
門
家
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

導
入
し
た
経
緯
に
つ
い
て
。

答　

市
で
検
討
し
た
結
果
、
事

業
の
公
平
性
、
透
明
性
、
客
観

性
を
確
保
す
る
た
め
専
門
家
の

意
見
を
伺
う
こ
と
が
必
要
だ
と

判
断
し
ま
し
た
。
既
に
市
職
員

を
選
定
委
員
と
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
、
第
三
者
の
委
員
参
加
に

は
条
例
改
正
が
必
要
で
、
時
間

的
猶
予
が
な
か
っ
た
た
め
、
専

門
家
１
名
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
選
定
委
員
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

問　

今
後
も
方
法
の
１
つ
と
し

て
、
専
門
家
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
導
入
し
ま
す
か
。

答　

今
後
も
必
要
と
判
断
さ
れ

る
業
務
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

含
め
、
適
切
な
委
員
等
の
選
定

に
努
め
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
減
収
に
対

す
る
更
な
る
改
善
策
検
討
」
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

問　

暮
ら
し
が
厳
し
い
中
、
増

税
を
ど
う
と
ら
え
て
い
ま
す
か
。

答　

市
内
１
６
０
０
の
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
は
一
時
的

な
業
績
悪
化
を
危
惧
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
増
税
の
影
響
の
緩

和
策
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
事
業
を
実
施
予
定
で
す
。

問　

同
事
業
の
４
年
前
と
の
ち

が
い
は
。

答　

今
回
は
、
対
象
者
が
９
千

人
に
限
定
。
経
済
効
果
は
前
回

よ
り
１
億
円
減
の
２
億
２
５
０

０
万
円
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

過
去
の
消
費
税
増
税
で
も

市
民
の
多
く
は
負
担
感
を
強
く

し
て
い
ま
す
。「
市
」
は
全
国
市

長
会
へ
増
税
中
止
の
働
き
か
け

を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

答　

全
国
市
長
会
は
消
費
税
率

引
上
げ
は
重
要
施
策
で
あ
り
着

実
な
実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
引
き
上
げ
中
止
を

求
め
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
公
共
施
設
解
体
（
補
修
）
工

事
に
お
け
る
『
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
』」
も
質
問
し
ま
し
た
。

問　

有
料
化
に
は
慎
重
な
議
論

が
必
要
で
あ
り
、
市
民
の
納
得

を
得
る
と
い
う
の
が
大
前
提
と

な
り
ま
す
が
、
有
料
化
に
よ
り

期
待
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
。

答　

有
料
化
に
よ
り
ご
み
を
排

出
す
る
際
の
費
用
負
担
が
増
加

す
る
こ
と
か
ら
、
費
用
負
担
を

減
ら
す
た
め
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
ご
み
処
理
に
対
す
る
意
識

が
変
わ
り
、
ご
み
の
分
別
の
徹

底
に
よ
り
、
減
量
化
・
資
源
化

が
図
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問　

例
え
ば
、
１
週
間
前
に
資

源
回
収
の
チ
ラ
シ
を
高
齢
者
が

散
歩
が
て
ら
に
配
布
。
回
収
は

安
否
確
認
し
な
が
ら
生
徒
が
。

資
源
回
収
の
実
利
と
と
も
に
、

地
域
の
結
び
つ
き
を
育
成
し
て

い
く
と
い
う
「
複
合
的
」
な
活

動
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答　

必
ず
や
っ
て
く
る
高
齢
化

問
題
。
ご
み
の
出
し
方
等
が
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な
い

と
の
ご
相
談
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
地
域
の
皆
様
が
主
体
と

な
っ
て
、
今
、
ご
提
案
の
あ
っ

た
よ
う
な
内
容
に
持
っ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

下
総
基
地
に
お
け
る
米
軍

機
訓
練
へ
の
反
対
運
動
と
は
。

答　

37
年
前
に
下
総
基
地
で
夜

間
離
着
陸
訓
練
が
検
討
さ
れ
、

安
全
と
健
康
被
害
阻
止
の
た
め
、

住
民
・
議
会
・
行
政
が
行
っ
た

歴
史
的
活
動
。
白
井
市
は
今
後

も
米
軍
機
使
用
に
反
対
で
す
。

問　

標
語
に
つ
い
て
、
当
時
反

対
運
動
を
し
た
他
市
の
現
状
は
。

答　

鎌
ケ
谷
市
が
標
語
を
広
報

に
掲
載
し
続
け
、
看
板
は
３
市

が
設
置
を
続
け
て
い
ま
す
。

問　

白
井
市
も
看
板
を
設
置
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

寄
付
な
ど
あ
り
、
場
所
が

あ
れ
ば
検
討
し
た
い
で
す
。

問　

市
長
の
み
の
決
定
で
掲
載

が
中
止
。
市
長
・
議
会
・
住
民

の
三
者
で
中
止
か
継
続
か
を
話

し
合
っ
て
決
め
る
べ
き
で
は
。

答　

三
者
で
話
し
合
っ
て
決
め

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
木
更
津
自
衛
隊
に
暫
定
配

備
予
定
と
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
危

険
に
対
す
る
市
の
対
応
」「
改
善

を
望
む
声
の
多
い
循
環
バ
ス
ナ

ッ
シ
ー
号
へ
の
住
民
の
意
見
尊

重
」
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し

た
。

問　

町
内
会
と
は
ど
の
よ
う
な

組
織
で
し
ょ
う
か
。

答　

地
区
住
民
が
助
け
合
い
、

生
活
し
や
す
い
環
境
の
向
上
を

図
り
、
市
と
協
働
し
主
体
的
に

よ
り
よ
い
社
会
創
り
を
進
め
る

任
意
の
住
民
組
織
団
体
で
す
。

問　

町
内
会
と
行
政
の
災
害
時

の
連
携
な
ど
あ
り
ま
し
た
か
。

答　

地
域
住
民
が
顔
見
知
り
と

な
る
こ
と
で
、
助
け
合
い
、
被

害
が
最
小
限
で
済
ん
だ
事
例
が

あ
り
、
大
変
重
要
な
事
で
す
。

本
市
で
は
未
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

市
民
を
大
切
に
す
る
市
の

協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
町
内
会

で
す
。
そ
の
加
入
率
向
上
は
。

答　

加
入
し
な
い
理
由
は
、
別

に
困
ら
な
い
、
役
員
は
困
る
、

ま
た
高
齢
化
等
に
よ
る
活
動
の

後
退
が
あ
り
ま
す
。
市
は
町
内

会
の
先
進
事
例
等
の
情
報
提
供

や
活
動
へ
の
意
識
啓
発
に
努
め
、

転
入
者
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
、
ま

た
各
町
内
会
ご
と
に
現
状
把
握

に
役
立
つ
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
、
価
値
観
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
対

応
で
き
る
よ
う
考
え
た
い
で
す
。

問　

学
校
の
要
と
な
る
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

答　

主
に
、
主
体
的
、
対
話
的

で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た

研
修
に
取
り
組
み
、
読
解
力
、

思
考
力
、
表
現
力
等
を
最
も
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

公
益
的
施
設
開
発
に
向

け
、
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答　

根
で
工
事
中
の
公
益
的
施

設
開
発
業
者
に
固
定
資
産
税
相

当
額
の
奨
励
金
を
出
し
ま
す
。

問　

市
役
所
南
側
の
都
市
拠
点

施
設
地
区
の
地
権
者
と
の
協
議

は
ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

答　

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
思
い

を
伝
え
、
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
協
力
を
お
願
い
し
て
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

不
便
な
ナ
ッ
シ
ー
号
問
題

解
決
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
に
お
い
て
検
討
を
し
ま
す
。

問　

北
総
線
高
運
賃
問
題
で
住

民
と
の
連
帯
に
つ
い
て
考
え
は
。

答　

お
互
い
に
連
携
で
き
る
所

は
連
携
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

平
成
29
年
８
月
の
循
環
バ

ス
ル
ー
ト
改
悪
で
対
前
年
比
約

５
万
９
２
０
０
人
、

33
・

５
％

減
少
。
18
万
人
近
く
ま
で
乗
客

を
増
や
す
の
に
18
年
か
か
っ
た

の
が
、
た
っ
た
１
年
で
６
万
人

近
く
減
ら
し
ま
し
た
。
総
括
は
。

答　

同
時
期
に
民
間
事
業
者
２

社
が
新
鎌
ケ
谷
へ
新
規
に
運
行

す
る
こ
と
を
受
け
、
重
複
路
線

を
避
け
る
市
の
方
針
に
よ
り
新

鎌
ケ
谷
方
面
ル
ー
ト
を
一
本
化

し
た
影
響
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問　

新
民
間
路
線
は
西
白
井
駅

等
に
停
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
循

環
バ
ス
が
乗
客
を
減
ら
し
て
い

る
大
半
が
西
白
井
駅
圏
と
冨
士

地
区
で
す
。
こ
れ
は
深
刻
な
社

会
的
排
除
で
は
な
い
で
す
か
。

答　

採
算
が
取
れ
る
ル
ー
ト
は

で
き
る
だ
け
民
間
の
路
線
バ
ス

に
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　

新
規
民
間
路
線
が
な
い
所

で
足
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
が
。

答　

ご
指
摘
の
所
は
、
冨
士
地

区
の
分
だ
と
思
い
ま
す
。

問　

市
長
が
施
政
方
針
の
第
一

に
「
子
育
て
と
教
育
」
を
挙
げ

た
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答　

市
の
一
番
の
問
題
と
し
て

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
を
い
か

に
育
て
投
資
を
し
て
い
く
か
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

問　

「
子
育
て
」「
教
育
」
と
分

け
た
理
由
は
何
で
す
か
。

答　

子
育
て
と
教
育
を
一
貫
し

て
整
備
し
た
い
と
い
う
思
い
で

特
段
の
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

今
青
少
年
で
起
こ
っ
て
い

る
不
登
校
、
引
き
こ
も
り
、
諸

事
件
等
乳
幼
児
期
の
育
ち
が
か

な
り
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

幼
児
期
に
非
認
知
能
力
を
伸
ば

す
教
育
を
受
け
た
子
ど
も
は
自

制
心
、
自
己
肯
定
感
、
社
会
性
、

回
復
力
、
や
り
抜
く
力
等
が
育

ち
、
人
生
を
自
己
の
も
の
と
し

て
生
き
て
い
け
ま
す
。
乳
幼
児

期
の
育
ち
の
重
要
性
が
言
わ
れ

て
い
る
中
で
、
市
長
は
子
育
て
、

教
育
で
足
り
な
い
も
の
は
何
で

あ
る
と
考
え
ま
す
か
。

答　

学
校
環
境
に
お
い
て
ト
イ

レ
の
整
備
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を

公
約
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

新
市
長
の
考
え
方
は

（
自
分
ら
し
さ
・
事
業
の
選
択
・
北
総
鉄
道
運
賃
問
題
）　

　

昨
年
の
小
・
中
学
校
エ
ア
コ
ン
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
る
業
者
選
定
か
ら
の
今
後
の
更
な
る
改
善
策　

　

消
費
税
10
％
増
税
の

市
の
対
応
に
つ
い
て　

　

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
に
向
け
た

複
合
的
な
取
り
組
み　

　

広
報
し
ろ
い
へ
の
「
下
総
基
地
の
米
軍
機
使
用

絶
対
反
対
」
の
標
語
掲
載
中
止
に
つ
い
て　

　

町
内
会
の
存
在
と
役
割　

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
社
会
に
対
応
で
き
る

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
は　

　

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

事
業
計
画
の
状
況
は　

　

白
井
の
交
通
問
題
に
つ
い
て

新
市
長
に
問
う　

　

子
育
て
政
策
に

取
り
入
れ
て
ほ
し
い
視
点　

柴
田　

圭
子
議
員

和
田　

健
一
郎
議
員

中
川　

勝
敏
議
員

石
川　

史
郎
議
員

徳
本　

光
香
議
員

植
村　
　

博
議
員

竹
内　

陽
子
議
員

影
山　

廣
輔
議
員

古
澤　

由
紀
子
議
員



下総基地の米軍機使用絶対反対。

（６）第146号 令和元年 8月15日発行 しろい議会だより

編
　
集
　
後
　
記

　

改
め
て
議
会
だ
よ
り
編
集
会

議
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
の
動
き
と
、
そ
れ
が
住
民

一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
に
ど
う

つ
な
が
る
か
を
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
影
山　

廣
輔
）

　

世
界
初
の
人
口
減
少
と
超
高

齢
化
に
直
面
す
る
日
本
の
中
で
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
宿
命
を
有
す

る
白
井
市
へ
の
衝
撃
は
大
き
い

は
ず
。
白
井
市
議
会
の
働
き
が

市
民
の
理
解
・
納
得
の
一
助
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
平
田　

新
子
）

　

市
民
自
治
、
市
民
参
加
と
言

わ
れ
て
久
し
い
。
行
政
に
市
民

の
本
音
を
届
け
、
行
政
を
市
民

側
に
向
か
っ
て
仕
事
を
さ
せ
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
め
て
い
き

た
い
。
そ
ん
な
議
会
だ
よ
り
に

育
て
て
い
き
た
い
。

�

（
中
川　

勝
敏
）

　

議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
と
し

て
発
行
し
て
い
る
唯
一
の
情
報

紙
で
す
。
堅
苦
し
さ
か
ら
わ
か

り
や
す
さ
へ
、
親
し
み
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
「
情
報
紙
」
と

し
て
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
紙
面

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
小
田
川　

敦
子
）

本
号
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議
は
新
メ
ン
バ
ー
で

　

大
山
口
小
、
第
三
小
が
モ
デ

ル
地
域
の
小
学
校
区
単
位
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
準
備
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
住
民
で
出
来

る
事
、
行
政
し
か
出
来
な
い
事

に
分
け
、
真
の
市
民
自
治
を
行

う
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

�

（
田
中　

和
八
）

　

編
集
や
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
こ

と
が
好
き
で
す
。
編
集
委
員
と

し
て
、
難
し
く
な
り
が
ち
な
議

会
の
内
容
を
、
い
か
に
読
み
や

す
く
わ
か
り
や
す
い
形
で
皆
さ

ん
に
届
け
ら
れ
る
か
、
工
夫
す

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

�

（
徳
本　

光
香
）

　

議
員
一
年
生
で
議
会
だ
よ
り

担
当
に
な
り
ま
し
た
。
わ
か
ら

な
い
事
だ
ら
け
で
、
と
に
か
く

先
輩
議
員
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て

い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
原

稿
の
締
め
切
り
日
に
は
遅
れ
な

い
こ
と
を
心
が
け
ま
す
。

�

（
岡
田　

繁
）

　白井市議会では、議場での傍聴のほか
にインターネットでのライブ中継も行っ
ています。ぜひご覧ください。
次の定例会は

開会予定です。
９月２日（月）午前10時

議会を傍聴して
　　  　　みませんか
議会を傍聴して
　　  　　みませんか

平成 30 年度 政務活動費の公表
　政務活動費は、議員報酬とは別に議員活動に必要な調査研究その他の活動に資するため必要な経費として支払います。
１人当たり年額 36万円で、使用しなかった費用は市へ返納します。各議員の使用内容は、下表のとおりです。
なお、白井市議会ホームページで収支報告書・領収書を９月より公開予定です。

平成 30年度　政務活動費収支報告　（平成 30年４月～平成 31年３月）� （単位：円）

議席

番号
議員名 交付額 調査研究費 研修費 広報費 広聴費

要請

陳情活動費
会議費 資料作成費 資料購入費 事務費 合　計 返金額 今回精算額

1 田中　和八 360,000 0 0 31,775 0 0 0 23,109 52,275 72,315 179,474 180,526 179,474

2 平田　新子 360,000 12,590 130,890 120,000 0 0 0 4,671 32,789 94,478 395,418 0 360,000

3 中川　勝敏 360,000 0 31,266 64,994 0 0 0 6,150 134,060 45,167 281,637 78,363 281,637

4 和田健一郎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 斉藤　智子 360,000 0 90,239 21,888 0 0 0 13,878 114,472 82,539 323,016 36,984 323,016

6 広沢　修司 360,000 0 20,812 0 0 0 0 0 5,994 69,867 96,673 263,327 96,673

7 秋谷　公臣 360,000 0 0 0 0 0 0 0 83,331 41,059 124,390 235,610 124,390

8 小田川敦子 360,000 0 56,244 120,000 0 0 0 26,998 71,091 58,178 332,511 27,489 332,511

9 血脇　敏行 360,000 0 10,000 0 0 0 0 0 130,100 100,174 240,274 119,726 240,274

10 植村　　博 360,000 0 0 22,104 0 0 0 15,256 139,399 101,227 277,986 82,014 277,986

11 影山　廣輔 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 石井　恵子 360,000 0 83,009 21,888 0 0 0 22,458 94,572 99,813 321,740 38,260 321,740

13 長谷川則夫 360,000 0 0 120,000 0 0 0 0 149,481 84,000 353,481 6,519 353,481

14 柴田　圭子 360,000 6,860 164,820 90,264 0 0 0 5,680 94,264 0 361,888 0 360,000

15 福井みち子 360,000 15,424 133,324 91,244 0 0 0 1,860 82,901 35,247 360,000 0 360,000

16 石田　信昭 360,000 0 0 0 0 0 0 0 160,611 120,000 280,611 79,389 280,611

17 永瀬　洋子 360,000 5,752 124,396 0 0 0 0 27,197 187,708 25,304 370,357 0 360,000

18 竹内　陽子 360,000 2,156 72,929 102,242 0 0 0 1,660 123,451 72,044 374,482 0 360,000

19 多田　育民 360,000 0 137,764 120,000 0 0 0 0 111,027 0 368,791 0 360,000

20 幸正　純治 360,000 0 57,850 0 0 0 0 17,366 164,699 121,338 361,253 0 360,000

21 秋本　享志 360,000 0 0 0 0 0 0 0 130,512 84,000 214,512 145,488 214,512

合　計 6,840,000 42,782 1,113,543 926,399 0 0 0 166,283 2,062,737 1,306,750 5,618,494 1,293,695 5,546,305

市
民
が
参
加
で
き
る

面
白
い
議
会
だ
よ
り
へ

　

７
月
５
日
に
千
葉
市
で
行
わ

れ
た
市
町
村
議
会
広
報
研
究
会

に
参
加
し
て
、
議
会
広
報
サ
ポ

ー
タ
ー
の
芳
野
政
明
氏
に
よ
る

講
演
と
助
言
の
会
が
開
か
れ
、

と
て
も
い
い
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。

　

芳
野
氏
の
話
で
特
に
印
象
的

だ
っ
た
こ
と
は
、

①
市
民
と
の
双
方
向
性
情
報
共

有
を
。
議
会
を「
見
え
る
化
」し
、

市
民
の
意
見
を
集
め
て
発
信
す

る
の
も
議
会
だ
よ
り
の
役
割
。

②
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
に
。

市
民
の
関
心
事
を
優
先
し
、
市

の
広
報
と
は
違
う
切
り
口
で
、

面
白
く
読
み
た
く
な
る
工
夫
を
。

③
目
標
は
市
民
の
政
治
参
加
。

議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
地
域
に

①
大
山
口
中
学
校　
40
周
年
記

念
を
終
え
７
４
２
人
の
生
徒
数

は
市
内
で
も
一
番
多
い
。
ク
ー

ラ
ー
の
お
か
げ
で
快
適
な
授
業

を
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
校
長

先
生
よ
り
。

②
七
次
台
小
学
校　
児
童
数
90

人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
30
年
後

の
現
在
は
７
０
２
人
に
増
え
て

い
る
。
５
年
生
の
環
境
問
題
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
く
。

③
白
井
第
二
小
学
校　
全
校
児

童
数
が
90
名
で
き
め
細
か
い
指

導
が
で
き
る
こ
と
、
贅
沢
な
ス

ペ
ー
ス
を
取
る
こ
と
が
出
来
る

な
ど
利
点
が
い
っ
ぱ
い
。
ス
リ

ラ
ン
カ
人
の
児
童
が
自
国
の
ク

イ
ズ
授
業
を
し
て
い
た
。

④
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
　
重

度
の
障
が
い
の
あ
る
人
に
は
ス

タ
ッ
フ
が
付
い
て
作
業
を
ア
シ

ス
ト
し
て
い
る
。
市
内
の
公
園

整
備
や
花
壇
作
り
な
ど
地
域
に

貢
献
し
て
い
る
。

⑤
南
山
保
育
園　
年
齢
に
よ
り

園
児
が
足
ら
な
か
っ
た
り
、
多

か
っ
た
り
す
る
。

⑥
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー　
子

ど
も
の
発
達
と
成
長
を
支
援
す

る
施
設
で
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
18
歳

ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

が
利
用
で
き
る
。
専
門
の
職
員

に
よ
る
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

支
援
事
業
を
提
供
し
て
い
る
。

⑦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
つ

き
の
里　
現
在
待
機
者
数
が
80

人
程
。
２
階
で
病
院
と
繋
が
っ

て
い
る
の
が
利
用
者
の
安
心
感
。

⑧
フ
ラ
ッ
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ　
社

会
福
祉
法
人
が
経
営
す
る
カ
フ

ェ
。
障
が
い
者
就
労
支
援
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
の
提

供
を
目
的
と
し
て
お
り
、
フ
リ

ー
ス
ペ
ー
ス
・
学
習
室
な
ど
も

あ
る
。

関
心
を
持
ち
、
政
策
の
決
定
過

程
を
知
っ
て
議
会
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
選
挙
や
市
政

へ
の
参
加
を
促
す
役
割
も
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
、
こ
の
議
会

だ
よ
り
に
は
改
善
の
余
地
が
多

く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
よ
り
よ

く
変
え
る
に
は
、
読
者
で
あ
る

み
な
さ
ん
の
意
見
を
集
め
る
の

が
第
一
歩
で
す
。
ぜ
ひ
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
研
究
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会　
市
内
視
察
報
告

�

７
月
４
日
（
木
）


